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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年7月11日(2013.7.11)

【公開番号】特開2011-54154(P2011-54154A)
【公開日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-011
【出願番号】特願2010-122033(P2010-122033)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３８０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月24日(2013.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネルに表示した複数の目標タッチマークをユーザにタッチパネルを介し
てタッチさせることにより、前記複数の目標タッチマークを表示した座標と前記タッチパ
ネルでタッチが検知された座標とのズレを補正するための変換係数を更新する情報処理装
置であって、
　ディスプレイパネルにおける、予め定めた基準座標からの距離が等しい複数の座標のそ
れぞれに目標タッチマークを表示させる表示制御手段と、
　前記目標タッチマークに対してのタッチが検知された座標を、予め定めた変換係数を用
いて、前記ディスプレイパネルにおける座標に変換する変換手段と、
　前記複数の目標タッチマークを表示した座標と、前記変換手段で変換した座標との差分
を算出する算出手段と、
　前記算出手段で算出した差分の平均値を算出し、該平均値を用いて、前記基準座標と前
記変換手段で変換した座標との間のそれぞれの距離が等しくなるように、前記変換手段で
変換した座標を補正する補正手段と、
　前記補正手段で補正した座標と前記複数の目標タッチマークを表示した座標とのズレを
補正するための新たな変換係数を算出し、該新たな変換係数を以降の前記タッチパネルの
タッチ位置検知で用いる変換係数として更新する更新手段と、
を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記算出手段で算出した差分のうち、予め定めた除外条件を満たす差
分を除く差分の平均値を用いて、前記変換手段で変換した座標を補正することを特徴とす
る請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記補正手段は、前記算出手段で算出した差分のうち、少なくとも最大の差分を除く差
分の平均値を用いて、前記変換手段で変換した座標を補正することを特徴とする請求項１
または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記算出手段で算出した差分のうち、予め定めた閾値よりも大きい差
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分を除く差分の平均値を用いて、前記変換手段で変換した座標を補正することを特徴とす
る請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記算出手段で算出した差分のうち、該差分の平均値との差が予め定
めた閾値よりも大きい差分を除く差分の平均値を用いて、前記変換手段で変換した座標を
補正することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記ディスプレイパネルにおける座標が、前記基準座標を原点とするＸＹ座標であり、
　前記補正手段は、前記変換手段で変換した座標が、前記複数の目標タッチマークを表示
した座標に対して前記原点に近づく方向であるか、遠ざかる方向であるかを加味して、前
記差分のＸ成分及びＹ成分の平均値を算出し、該平均値を用いて、前記基準座標と前記変
換手段で変換した座標との間の距離が等しくなるように、前記変換手段で変換した座標を
補正することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記基準座標が、前記ディスプレイパネルの表示範囲の中央の座標であることを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　ディスプレイパネルに表示した複数の目標タッチマークをユーザにタッチパネルを介し
てタッチさせることにより、前記複数の目標タッチマークを表示した座標と前記タッチパ
ネルでタッチが検知された座標とのズレを補正するための変換係数を更新する情報処理装
置の制御方法であって、
　前記情報処理装置の表示制御手段が、ディスプレイパネルにおける、予め定めた基準座
標からの距離が等しい複数の座標のそれぞれに目標タッチマークを表示させる表示制御ス
テップと、
　前記情報処理装置の変換手段が、前記目標タッチマークに対してのタッチが検知された
座標を、予め定めた変換係数を用いて、前記ディスプレイパネルにおける座標に変換する
変換ステップと、
　前記情報処理装置の算出手段が、前記複数の目標タッチマークを表示した座標と、前記
変換ステップで変換した座標との差分を算出する算出ステップと、
　前記情報処理装置の補正手段が、前記算出ステップで算出した差分の平均値を用いて、
前記基準座標と前記変換ステップで変換した座標との間のそれぞれの距離が等しくなるよ
うに、前記変換ステップで変換した座標を補正する補正ステップと、
　前記情報処理装置の更新手段が、前記補正ステップで補正した座標と前記複数の目標タ
ッチマークを表示した座標とのズレを補正するための新たな変換係数を算出し、該新たな
変換係数を以降の前記タッチパネルのタッチ位置検知で用いる変換係数として更新する更
新ステップと、
を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項９】
　コンピュータを請求項１乃至７のいずれか１項に記載の情報処理装置の各手段として機
能させるためのプログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のプログラムを記憶した、コンピュータにより読み取り可能な記憶媒体
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に係る情報処理装置は、ディスプレイパネルに表示し
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た複数の目標タッチマークをユーザにタッチパネルを介してタッチさせることにより、前
記複数の目標タッチマークを表示した座標と前記タッチパネルでタッチが検知された座標
とのズレを補正するための変換係数を更新する情報処理装置であって、ディスプレイパネ
ルにおける、予め定めた基準座標からの距離が等しい複数の座標のそれぞれに目標タッチ
マークを表示させる表示制御手段と、前記目標タッチマークに対してのタッチが検知され
た座標を、予め定めた変換係数を用いて、前記ディスプレイパネルにおける座標に変換す
る変換手段と、前記複数の目標タッチマークを表示した座標と、前記変換手段で変換した
座標との差分を算出する算出手段と、前記算出手段で算出した差分の平均値を算出し、該
平均値を用いて、前記基準座標と前記変換手段で変換した座標との間のそれぞれの距離が
等しくなるように、前記変換手段で変換した座標を補正する補正手段と、前記補正手段で
補正した座標と前記複数の目標タッチマークを表示した座標とのズレを補正するための新
たな変換係数を算出し、該新たな変換係数を以降の前記タッチパネルのタッチ位置検知で
用いる変換係数として更新する更新手段と、を備えることを特徴とする。
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